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ChatGPTで欲しい回答を引き出すには︖ 追加質問のコツ
デジワザNavi

⾃然な⾔葉でやり取りできる「Chat（チャット）GPT」といえども、こちらの意図を
類推はしてくれない。欲しい回答を引き出すには、どのような質問の仕⽅があるのか、
バリエーションを体験しよう。

ChatGPTは、質問に対してよどみない⽂章を⽣成してくれる。それだけでなく、チャットの
中で対話をしながら回答をブラッシュアップして、求めるテキストを作ってもらえることも
⼤きな特徴だ（図1）。

⼈間の秘書やアシスタントに⽂章作成を依頼した場合、1回では思うような⽂章ができてこな
かったとき、「もう少しこのあたりの情報を加えて」「読み⼿に伝わるように易しい⽂章
で」などと指⽰することがあるだろう。ChatGPTを使いこなすときも、秘書に頼むように追
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図1 チャット形式で対話が進む点が「ChatGPT」の特徴。質問に対する回答に、さらに追加の質問をして回答をブラッシュアッ
プさせられる（イラスト:森マサコ）
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加で指⽰をしながら回答をブラッシュアップしていくことがポイントになる。これはチャッ
ト形式ならではの強みだ。

【関連記事】実は簡単、ChatGPTの操作⼿順 まずは質問してみよう

最初の質問の回答に指⽰を追加

いくつかの例を⾒ていこう。まず、概要を尋ねた質問への回答から、要点をピックアップし
てもらう。図2では、気候変動への国際的な取り組みの概要を尋ねた。ChatGPTは箇条書き
に整理して、国際的なさまざまな取り組みを教えてくれた。ただ、これだけだと何が重要な
のかよく分からない。そこで、同じチャットの中で最も重要な取り組みについて追加質問し
た（＊）。この質問では「総合的なアプローチが必要」と前提した上で、4つのポイントを特
に重要なものとして⽰してくれた（図3）。

＊⽣成AIはその性質上、同じ質問をしても完全に同じ回答を得ることはできません。誌⾯と同じ⼿順を試
しても結果が変わる場合があります。
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図2 ChatGPTに尋ねてみる。まずは⼤まかな質問でOK。ChatGPTが整理して回答してくれる



追加の質問ならば、かなり省略した表現でも意図を理解する。気候変動への取り組みについ
て「⽇本はどう︖」とだけ尋ねても、⽇本の取り組みを紹介してくれた。さらに、多様な意
⾒を知るために「反対意⾒は」と尋ねたところ、「科学的な合意や多くの専⾨家の⾒解とは
異なる場合があります」と忠告した上で、いくつかの視点を紹介している（図4）。

図3 箇条書きで複数の情報が並んだChatGPTの回答に対して、「どこが重要なのか」を尋ねた



求める回答を得るには、チャットでブラッシュアップしていくだけでなく、最初の質問から
詳細に回答の⽅向を指⽰する⼿もある。図5は、⽇⽶の野球の違いについて尋ねた結果だが、
当然のことながら、「戦術の違い」を指定して尋ねた右側の回答の⽅が、初めから詳細に回
答している。最初の質問から意図を明確にすることも、使いこなしのポイントだ。

図4 図2からの⼀連のチャットの中で、「⽇本はどう︖」「反対意⾒は」と会話のように質問するだけで、新たな回答を返して
くる





誰に向けた回答かを指定

ChatGPTに回答を求めるとき、欲しい答えをうまく引き出せるように質問することだけでな
く、誰に向けた回答かを指定することもできる。専⾨家向け、⼦供向けといった対象を指定
することで、回答の内容や表現を調整してくれる。

家庭学習を効率的に⾏う⽅法について⼀般論として尋ねた結果が図6である。ヒントとして複
数の項⽬を箇条書きで⽰してくれた。次に同じく家庭学習について、親に向けたアドバイス
を尋ねてみた。すると、「⼦供は親を⾒て学ぶことが多いので、⾃分⾃⾝が積極的に学ぶよ
うに」「⼦供が集中して取り組める環境を整える」といった親へのアドバイスが得られた
（図7）。

図5 チャットで何度も質問する⼿間を省くなら、最初から求める答えに沿って詳細に条件を設定して質問するとよい。質問の粒
度を細かくすることで、回答内容も絞り込まれる



図6 「家庭学習の効率的な仕⽅」について尋ねたところ、ChatGPTは⼀般論として回答した

図7 「親に向けたアドバイス」として尋ねると、回答内容も変化して、親に対しての取り組みを教えてくれる



質問者が「⾃分が⼦供である」と宣⾔すれば、⼦供に向けて答えを⽤意する（図8）。それで
もちょっと⾔い回しが難しかったので「もっと易しい⾔葉で」とリクエストしたら、語りか
けるような表現に⼯夫してくれた（図9）。

要点をかいつまんでもらう

ChatGPTには、質問を投げかけてそれに対する情報を回答として作成してもらうほかに、こ
ちらから提供した情報を加⼯してもらう使い⽅もある。その中でも便利なのが要約の依頼
だ。

図8 ⼩学4年⽣として尋ねた。親向けよりも、本⼈の取り組みに対する回答になった

図9 ⼩学4年⽣向けにしてはChatGPTの回答は硬かったので、もっと易しい⾔葉で答えてもらった



ChatGPTを使えば、⽂章の要約が簡単にできる。図10では、「次の⽂章を要約してくださ
い」とChatGPTに宣⾔し、その後に⻑⽂を⼊⼒した。⽂章を⼊⼒したチャットの最後に「以
上の⽂章を要約して」と依頼してもよい。回答では短い要旨を作ってくれて、全部読むこと
なくポイントを把握できて便利だ（図11）。

形式として、「要約を箇条書きに」といった指定もできる（図12）。さらに翻訳の依頼も可
能で、ここでは英⽂の要約を作ってもらった（図13）。外国語の記事などを⽇本語でまとめ
てもらうこともできて、さまざまなシーンで便利に使える。

図10 「要約を依頼する」ことを伝えて、⻑⽂をChatGPTに伝えた

図11 1500字ほどの⽂章のポイントをChatGPTが短くまとめてくれた
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図12 要約を箇条書きにするように依頼すると、箇条書きで回答する

図13 ⾔語を翻訳しながら要約することもできる。英⽂での要約を依頼した


